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【設定条件】

・積雪深 　h0
 = 2.0m

・建屋の設置幅　B = 48.5m

・屋根の大きさ　B'= 48.5m

・屋根葺き材と屋根雪との動摩擦係数　μk = 0.10（仮定値）

落雪の飛距離 D=21560
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【設定条件】

・積雪深 　h0
 = 2.0m

・建屋の設置幅　B = 47.0m

・屋根の大きさ　B'= 47.0m

・屋根葺き材と屋根雪との動摩擦係数　μk = 0.10（仮定値）

落雪の飛距離 D=23020

堆雪幅ℓ1=14830
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屋根の大きさ ℓ3=48500

検討① ＜プラットホーム＞

検討② ＜主要建屋＞

屋根からの落雪による堆雪形状，落雪の飛距離　検討結果断面図
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添付資料17　堆雪形状、落雪飛距離検討結果断面図


